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研究成果の概要（和文）：研究の結果、1990年代には構造調整政策の実施によりルサカやコッパーベルト州の大
都市からの人口流出傾向が見られていたが、近年では大都市への人口流入が再び増加しており、特に首都ルサカ
への再集中が起こっていることが明らかとなった。この背景には、経済特区の形成や海外直接投資などをはじめ
とする大規模投資がルサカ周辺に集中していることなどが関係していると考えられる。他方、地方都市や農村部
においても、人・資本・情報等の流動性が高まっていた。現地調査の対象とした地方都市においては、大都市や
農村部双方からの機会的な人口流入により、地方都市の経済や資源利用にも変化がもたらされていることが明ら
かとなった。

研究成果の概要（英文）：As the results of this study, it was identified that while there was a trend
 of population outflow from the major large urban centeres such as Lusaka and cities in Copperbelt 
Provinces in the 1990s due to the implementation of Structural Adjustment Policies, in recent years 
there has been a resurgence of population inflow to those large urban centeres, with a particular 
re-concentration in the capital city of Lusaka. This is thought to be related to recent development 
projects such as Special Economic Zones and the concentration of foreign investment, as represented 
by China, in and around Lusaka. On the other hand, in small and medeiume sized regional urban 
centeres and rural areas, there was also a growing mobility of people, capital, and information. In 
the small city targeted by the field survey, it was clear that the opportunistic influx of 
population from both large cities and rural areas has resulted in changes in economy and resource 
use.

研究分野：アフリカ地域研究・人文地理学

キーワード： アフリカ　ザンビア　都市化　地方都市　農村　人口動態
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研究成果の学術的意義や社会的意義
先行研究では、近年の大規模な開発プロジェクトの動態や影響に関して、都市研究、農村研究の分野で個別に検
討されてきた。他方、アフリカ諸国においては、都市－農村間の社会・経済的紐帯が強く、人・資本・情報の流
動性が高いという特徴がある。本研究が都市－農村関係という視点から大規模投資の影響を検討したことによ
り、開発の影響は都市―農村間のネットワークを通じてより広域に波及していることが明らかとなった。これら
の結果は、今後都市－農村間の連携をふまえた持続可能な地域社会像を検討するための基礎的な知見として重要
である。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 
 近年、グローバル化が深化するアフリカ都市・農村双方において、不動産開発や農地取得など、
大規模な投資をともなう開発プロジェクト（以下、「大規模投資」）が増加している。これらの開
発は、従来のアフリカ都市・農村における中心的な経済主体であった国家・小農・インフォーマ
ル部門とは異なり、グローバル企業や個人投資家が関わり、かつ大規模に展開している。 
  このような「大規模投資」は、雇用創出や経済成長に寄与すると評価されている一方で、批
判もなされている。例えば、民間都市開発に関する研究では、低所得者層や社会的弱者が退去さ
せられ、より一層周縁化されることが危惧されている（Cain, 2014; 宮内, 2016）。また、農村
部におけるランドグラブに関しては、住民の利用可能な土地の減少、生活の質低下、利用圧の高
まりによる環境問題の可能性が懸念されている（Oya, 2013）。 
 一方、アフリカは、都市-農村間の社会・経済的な相互作用が強く、双方の地域理解や開発政
策の策定において、両者の間の相互作用を考慮することが求められている（Cohen, 2014; 伊藤, 
2015）。この点を鑑みれば、「大規模投資」はプロジェクトが実施される都市や農村の社会・経
済構造に影響しているだけでなく、人の移動や資本・情報の相互作用を通じて、都市－農村関係
のあり方にも何らかの影響をもたらしている可能性が高いと考えられる。 
 
２．研究の目的 
 本研究の目的は、ザンビアにおける人口移動の動態や資本・情報のネットワークを明らかにす
ることを通じて、「大規模投資」が都市－農村関係に与える影響を考察することである。ザンビ
アは、アフリカ諸国のなかでも、中国や南アフリカ企業の進出が盛んな地域である。また地方や
農村部においても土地収奪の報告がある（ex. 大山, 2015）。そのため、上記の目的を明らかに
するのに適した調査地であると考える。 
 
３．研究の方法 
 本研究では、統計によるマクロレベルの動向の把握、そして現地調査によるミクロレベルでの
都市・農村間の人の移動、資本・情報のネットワークの解明という 2つの研究アプローチを採用
した。マクロスケールでの都市・農村人口の動態については、対象国の国勢調査をはじめとした
統計データを分析した。人・資本・情報のネットワークについては、首都・ルサカ市およびこれ
まで調査を行ってきた農村部や地方都市において現地調査を実施した。 
 他方、新型コロナウィルスの影響により、当初予定していた最終年度に現地調査が実施できず、
1 年間研究期間を延長した。しかし、2020 年度も現地に渡航して調査を実施することは困難で
あった。そのため、予定していた一部の調査項目については見直しを行い、これまでの調査で得
られた資料等で対応するなど研究計画を変更しながら実施した。 
 
４．研究成果 
【首都ルサカへの再集中と大規模な開発事業の展開】 
 ザンビアのセンサス（国勢調査）は 10年ごとに実施されており、最新のセンサスは 2010 年
のものである。2020 年に予定されていたセンサスは新型コロナウィルスの影響を受け、現在延
期されている。 
 ザンビアの総人口は約 1309 万人である。総人口のうち、都市人口は約 517 万人（39.5％）、
農村人口は約 792 万人（約 60.5％）であり、依然として多くの人口が農村に居住している。他
方、年平均人口増加率（2000-2010 年）をみると、農村部は 2.1％であるのに対し、都市部は
4.2％となっている。また、出生率は農村部において 7％、都市部で 4.6％であった。 
 図 1 は、国内の各州におけ
る都市・農村人口の推移を示
したものである。国内の都市
人口はルサカ州とコッパーベ
ルト州に集中していることが
わかる。これらはザンビアの
都市化の歴史とも関わってい
る。ザンビアの都市化は、植
民地時代に遡ることができ、
行政の中心地であった首都ル
サカと鉱山開発が盛んに行わ
れていたコッパーベルト州に
位置する都市群で都市化が進
展してきた。独立以降も、政
府主導の経済開発によりルサ
カやコッパーベルト州への人
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図 1 州別の都市・農村人口の推移（筆者作成） 



口流入が加速した。1990 年代
には構造調整政策の実施によ
り都市部の経済が悪化し、これ
らの大都市から人口流出が発
生したことが指摘されてきた
が、図 1 に現れているように
2010 年には再びこれらの州の
都市人口における増加がみら
れた。 
 これらの動態を、都市別に検
討した。図 2は、ザンビア国内
の主要都市（2010 年の都市人
口の上位 10都市）の都市人口
の変化を示したものである。図
2からも、都市人口の多くは、
首都ルサカとキトウェ・ンド
ラなどのコッパーベルト州の
都市に集中していることがわかる。独立以降、国内 3大都市（ルサカ・キトウェ・ンドラ）に居
住する人口は、都市人口全体の約半数を締めてきた。1969 年はルサカが 22％、キトウェが 17％、
ンドラが 13％であったが、2010 年では、ルサカが 33％、キトウェが 10％、ンドラが 9％とな
っており、特にルサカへの集中度が高まっている傾向が見られた。これは経済特区などの開発プ
ロジェクトや、中国に代表される海外からの投資がルサカ周辺に集中していることなどが関係
していると考えられる。ルサカの人口は 170 万人を超えており、人口密度も高まっている。 
 現地調査からは、首都ルサカでは大規模なショッピングモールの建設が相次いでいることが
明らかになった。ルサカ市内のショッピングモールは、2000 年代後半から 2010 年代に建設さ
れたものが多く、市の中心部のみならず、大規模な未利用地が得やすい市の縁辺部にも立地して
いた。多くのモールには、南アフリカ資本のスーパーマーケットやファストファッションブラン
ドが店舗を構えているほか、ファストフード店や携帯電話に関するサービスを提供する店舗な
どが多く見られた。 
 このようにルサカ市内では大規模な商業施設の建設や中間層向けの新たな住宅開発が郊外を
中心に行われている。現地調査からは、市の中心部に古くから立地している居住区では土地の買
い上げが頻繁に起こっていることが示唆された。また、スラムアップグレーディング政策により、
社会階層の異なる新旧の住民が混住する状態が形成されていた。今後はこのような変化が都市
住民の生活や地域コミュニティにどのような影響をもたらしているのかを検討することも課題
となると考えられた。 
 
【中小都市・農村における流動性の高まりと資源利用の変化】 
 地方都市・農村では商業漁業に注目することにより、人や資本のネットワークの動態を明らか
にした。ザンビア南部、カリバ湖において行われている商業漁業は、これまでヨーロッパ系入植
者の子孫である「白人」事業者が主に企業的に営んできた。他方、現地調査からは 2000 年代以
降「黒人」の事業者の参入が相次いでいることが明らかになった。商業漁業は許可証制ではある
が、現地調査からは許可証を所有していない事業者が多数存在していること、政府による管理が
行き届いておらず「オープンアクセス」に近い状態となっていることが示唆された。1990 年代
の構造調整以降、政府の財源・人材は弱体化しており、管理機能が低下していることが事業者の
増加に影響していることは疑いがない。その一方、様々なマクロ経済状況（1990 年代以降の経
済自由化、2000 年以降の経済成長、中国との関係強化など）と、それらに対する都市・農村双
方のアクターによる機会への応答が地方都市への人口流入につながり、事業者数の増加に影響
していることが明らかになった。 
 これらの事業者の増加は、現在商業漁業の資源管理に様々な問題を与えている。そのため、本
研究で明らかになった都市―農村間の動態と資源利用の関係性をふまえ、持続可能な資源管理
について検討していくことが求められる。 
 
 
【参考文献】Cain, A. (2014) African Urban Fantasies: Past Lessons and Emerging Realities. 
Environment and Urbanization / Cohen, B. (2004) Urban Growth in Developing Countries. 
World Development / Oya, C. (2013) Methodological reflections on ‘land grab’ databases 
and the ‘land grab’ literature rush. The Journal of Peasant Studies / 伊藤千尋 (2015)『都
市と農村を架ける：ザンビア農村社会の変容と人びとの流動性』/ 伊藤千尋 (2020)「都市化の
進展と農村からの出稼ぎ労働：セーフティネットとしての移動」島田周平・大山修一編『ザンビ
アを知るための 55章』 / 大山修一 (2015)「慣習地の庇護者か、権力の濫用者か：ザンビア 1995
年土地法の土地配分におけるチーフの役割」 アジア・アフリカ地域研究 / 宮内洋平 (2016)『ネ
オアパルトヘイト都市の空間統治：南アフリカの民間都市再開発と移民社会』 
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